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第 85号（1）わかやまけん交通安全協会だより令和8年（2026年）夏季号令和8年（2026年）夏季号

発行 一般財団法人和歌山県交通安全協会
〔和歌山県交通安全活動推進センター〕

交通わかやま
和歌山県和歌山市西1番地（交通センター内） http://www.wtsa.jp/
TEL.073-473-1710　編集発行人（責任者）　専務理事　西川　敏秋

子ども安全の日　毎月1日県交通安全年間スローガン　一般の部　佳作 イヤホンで　ふせいだ五感　命取り

7月11日（土） ～ 7月20日（月）

宇賀部神社宇賀部神社

わかやま夏の交通安全運動
交通ルールを守って
つながる笑顔

和歌山県交通安全協会
シンボルマスコット

ちゅういくん

運
動
の
重
点

★ 自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
★ 高齢者の交通事故防止
★ 歩行者優先意識の徹底とサイン＋サンクス運動の推進
★ 飲酒運転の根絶

プラス



（2）第 85号 わかやまけん交通安全協会だより 令和8年（2026年）夏季号

近畿交通安全デー　毎月15日県交通安全年間スローガン　小学生以下の部　佳作 自転車で　スマホをみるな　命とり

自動車安全運転センター和歌山県事務所
〒640-8313　和歌山市西 1番地　交通センター内
（073）472-4433　URL:https://www.jsdc.or.jp/

SDカードは安全運転の証！SDカードは安全運転の証！

SDカードを持っていますか？
SDカードは、無事故・無違反証明書または
運転記録証明書の申請者で、1年以上事故・
違反等の記録のない方に発行しています。

SDワンダくん

（公財）和歌山県水上安全協会

夏季期間中
（7月～8月）

なくそう水の事故

水の事故多発
夏季期間中に年間の約 51.5％が発生しています。

海・川・池等から水の事故をなくしましょう。
夏季期間中に年間の約 51.5％が発生しています。

海・川・池等から水の事故をなくしましょう。

安全で安心な交通社会にかける想い 和歌山県警察本部　交通部長

木　村　充　次

皆様方には、平素から交通安全活動に格別の御理解と

御協力をいただいておりますことに、厚く御礼申し上げ

ます。

さて、昨年（令和 7 年）の県内の交通情勢は、一昨年

（令和 6 年）と比較して、発生件数（人身事故）・死者数

はわずかに減少したものの、傷者数が増加する結果とな

りました。

交通事故の特徴として、死者の約 7 割を高齢者が占め

ているほか、全体の交通事故件数に占める高齢者事故の

割合も増加しています。加えて、飲酒運転や自転車によ

る交通事故件数も前年比で増加しているなどが挙げられ

ます。

このような情勢の下、安全で安心な交通社会を実現す

るため、皆様には、特に、「歩行者の安全」と「自転車

の安全」に向けた取組に御協力をお願いします。

先ずは「歩行者の安全」についてです。例年、JAF （日

本自動車連盟）が全国で「信号機のない横断歩道を渡ろ

うとする歩行者がいる場合に車が停止する割合」を調査

しており、昨年本県は 41.5% と、一昨年から若干上昇

したものの、全国平均（56.7%）と比べますと大きく下

回っており、他府県との意識の差はまだまだ大きいと感

じています。

警察では、令和 4 年から県と連携して「サイン＋
プラス

サン

クス（歩行者が横断歩道を渡る際に手を上げる等して合

図を行い、停止したドライバーに会釈等で感謝を伝える）

運動」を県内の小学校を中心に展開しています。

この運動は、小学生が大人になっても横断歩道で周囲

の安全を確認する意識が自然と身につくほか、将来ドラ

イバーの立場となった際も、歩行者保護など安全運転の

意識を持ち続けることを期待するもので、今後も継続し

推進していきたいと考えていますが、まずは我々大人が

良い見本を示すことが何よりも肝要だと考えています。

次に「自転車の安全」についてです。自転車は、誰で

も利用できる便利な乗り物です。その一方で、自転車利

用者の信号無視や一時不停止などの交通違反が事故に繋

がっている現状もあります。

また、既にご案内のとおり、令和 5 年 4 月から全て

の自転車利用者に対し、ヘルメットの着用が努力義務と

なっており、警察では、老若男女を問わず全ての自転車

利用者へ、ヘルメット着用の促進を図っているところ

です。

交通安全は、警察の力だけで成し遂げることはでき

ません。

特に、交通安全意識は、県民の皆様自身の心の中に

あります。

警察といたしましては、引き続き、安全で安心な交通

社会を実現するよう、これからも精一杯取り組んでまい

りますので、皆様におかれまして

も、御理解と御協力をどうか

よろしくお願いいたします。



第 85号（3）わかやまけん交通安全協会だより令和8年（2026年）夏季号令和8年（2026年）夏季号

交通事故ゼロの日　毎月25日県交通安全年間スローガン　中学生・高校生の部　佳作 そこの君　ヘルメット姿　すてきだよ

（2）第 85号 わかやまけん交通安全協会だより 令和8年（2026年）夏季号

近畿交通安全デー　毎月15日県交通安全年間スローガン　小学生以下の部　佳作 自転車で　スマホをみるな　命とり

自動車安全運転センター和歌山県事務所
〒640-8313　和歌山市西 1番地　交通センター内
（073）472-4433　URL:https://www.jsdc.or.jp/

SDカードは安全運転の証！SDカードは安全運転の証！

SDカードを持っていますか？
SDカードは、無事故・無違反証明書または
運転記録証明書の申請者で、1年以上事故・
違反等の記録のない方に発行しています。

SDワンダくん

（公財）和歌山県水上安全協会

夏季期間中
（7月～8月）

なくそう水の事故

水の事故多発
夏季期間中に年間の約 51.5％が発生しています。

海・川・池等から水の事故をなくしましょう。
夏季期間中に年間の約 51.5％が発生しています。

海・川・池等から水の事故をなくしましょう。

公安委員会から委嘱を受け、地域における交通安全モラルの向上と安全確保のため、
リーダーとして活躍していただいている方々を紹介します。	 　 （敬称略）令和 8.1 現在

地域交通安全活動推進委員の皆さんを紹介します！！

橋本地区 岩出地区 和歌山西地区 海南地区 御坊地区 白浜地区

龍　　　正　則
竹之下　　　誠
向　井　景　子
井　上　滋　世
大　谷　佐登司
古　倉　　　充
大　西　健　一
髙　木　佳　史
伏　尾　裕　彦
東　又　典　史
相　澤　宏　樹
池　田　八重子
妙　中　羊　次
岩　田　晃　典
寺　嶋　康　廣

かつらぎ地区
米　田　惠　一
女良畑　政　幸
東　畑　幸　子
澤　田　卓　也
狹　間　幸　男
田　村　眞　一
窪　田　起己子
山　口　洋　子
大　浦　俊　一
大　矢　美　栄
岡　本　佳　美

丁　子　恒　好
増　田　充　裕
長　濵　順　三
米　田　直　史
宮　本　政　幸
林　　　知　規
坂　上　英　雄
田　上　　　晃
楠　　　富　晴
坂　口　恭　子
宮　本　善　包
森　本　浩　行
阪　中　敏　泰
黒　田　　　喬
出　立　正　則

和歌山東地区
星　尾　圭　香
楠　　　淳　子
村　瀬　一　也
松　尾　幸　一
酒　井　由　美
渡　邊　孝　富
和　中　多　美
上　野　俊　憲
内　畑　雅　年
太　田　岳　志
大　山　隆　造
川　端　幸　夜
小　谷　　　樹
杉　本　文　雄
杉　本　光　規
外　畑　典　子
田　中　恵津子
田　中　婦起子
田　畑　あ　き
土　井　千　晶
豊　田　英　三
中　西　治　美
西　浦　多佳子
山　本　雅　之

波多野　正　藏
久　保　聡　美
小　枩　明　峰
長　坂　隆　司
吉　川　潤　子
栗　生　誠　悟
石　井　靖　人
植　本　彰　一
阪　田　規　子
佐　野　芳　秀
出　口　龍　正
岡　本　年二三
中　村　　　進
坂　井　　　徹
平　野　葉　子
宮　本　先　朗
田　中　忠　男
平　井　敏　喜
山　本　　　馨
村　上　和　彦
岩　出　直　也
川　上　裕太郎
平　山　理　美

和歌山北地区
川　合　末　幸
岩　橋　典　久
北　島　益　美
金　田　郁　子
前　　　文　治
中　島　雅　夫
伊　藤　真　季
竹　内　万奈美
仲　　　勝　善
田　村　珠　代
池　田　　　武
吉　田　正　行
上　高　敦　子
中　村　婦佐子
坂　本　厚　子
坂　東　　　彰
新　矢　由依子
上　高　久　夫

應　矢　文　彦
東　　　猛　嗣
岩　本　雅　夫
山　口　　　繁
藤　田　雅　美
谷　畑　　　茂
中　尾　隆　司
小　西　賢　治
東　　　祥　史
湯　上　章　夫
岡　　　浩　一
坂　口　　　博
小　畑　親　善
奥　田　正　造
奥　田　友佳子
山　畑　如　矢

有田湯浅地区
前　田　悦　雄
中　平　孝　治
加　賀　洋　二
堀　川　秀　幸
寺　杣　　　元
光　定　由　起
林　　　正　典
野　田　忠　司
岩　本　　　清
小　向　光　行
田　代　定　昭
谷　窪　公　壽
内　原　信　次
嶋　田　　　望
川原谷　　　守
大　西　和　文
松　村　秀　一
大　中　信　博
小　林　正　典
田　尻　芳　久
網　代　有美子
岩　田　充　裕

中　田　厚　子
中　村　泰　之
坪　内　明　男
野　田　善　啓
桶　田　俊　彦
浦　河　秀　行
野　村　茂　一
星　合　孝　治
西　　　義　一
夏　目　高　明
田　淵　　　肇
北　垣　　　剛
上　田　悦　子
山　中　隆　弘
森　岡　富　二

田辺地区
松　川　嘉　之
田　中　真　二
山　﨑　裕　朗
森　　　永　一
畑　﨑　祐基子
松　田　久　良
堀　　　敏　和
玉　井　克　昌
髙　垣　義　臣
寒　川　一　平
前　井　眞　次
小　川　豊　介

西　峰　　　嵩
山　際　一　伸
上　西　博　文
山　本　祐　二
浦　　　勝　紀
見　森　保　夫
前　田　信　生
山　中　淳　一
前　田　栄　子
三　栖　淑　宏
中　松　秀　夫
麳　　　良　子
大　江　正　紀
堀　谷　敏　夫
楠　堂　稔　久

新宮地区
中　上　和　年
久　保　洋　行
法　花　真左美
森　　　美代子
中　地　　　均
岡　本　修　身
汐　見　一　郎
吉　野　祐　子
藪　本　英　明
坂　地　奈美江
岡　本　　　勝
小　原　　　貢
林　　　知恵利
小　森　正　剛
中　道　晶　子
山　﨑　茂　生
大　江　規　彦
小　林　広　之
岡　田　　　明



（4）第 85号 わかやまけん交通安全協会だより 令和8年（2026年）夏季号

子ども安全の日　毎月1日県交通安全年間スローガン　シニアの部　佳作 思いやる　心と心で　事故はなし

　（一財）和歌山県交通安全協会は、県内の交通情勢を踏まえ、県警察、関係機関・団体と協力して、安全で安心な
交通社会の実現のため、県民の皆様に役立ち・貢献する交通安全事業を積極的に行います。

令和 8 年度　交通安全事業のあらまし

１　交通安全啓発事業
（１）　交通安全運動等啓発事業
	 ア　交通安全運動期間中における広報啓発
	 　●春の全国交通安全運動	 （４月 6 日～４月 15日）
	 　●わかやま夏の交通安全運動	（７月 11日～７月 20日）
	 　●秋の全国交通安全運動	 （９月 21日～９月 30日）

●わかやま冬の交通安全運動	（12月１日～ 12月 10日）
	 イ　効果的な広報啓発

●運動期間中や交通事故多発時など交通情勢に応じたタ
イムリーな広報
●新聞・ラジオ・テレビなどマスメディアの活用
●チラシ配布・ポスター貼付
●フェイスブック・インスタグラム等 SNSの活用
●協会が運営する自動車学校（４校）を活用した安全運転等の啓発
●体験型教育施設としての交通安全体験ギャラリーの積極的な活用

	 ウ　ドライバーに対するマナーアップ対策の推進
	 エ　自転車利用者に対するマナーアップ対策の推進
（２）　優良運転者等表彰事業
	 ア　県表彰 （県警察本部長・交通安全協会長名） の実施
	 イ　支部表彰 （警察署長・支部長名） の実施
ウ　近畿交通安全協会協議会表彰（近畿管区警察局長・協
議会長名）の伝達

	 エ　全国表彰（緑十字金、銀、銅章）式への出席及び伝達
（３）　広報誌やインターネットでの啓発事業
	 ア　広報誌「交通わかやま」の発行

協会の活動、交通情報、事業内容等を掲載
四季（新年・春季・夏季・秋季）ごとに発行、県下全域に配布（回覧）

	 イ　協会ホームページによる啓発
タイムリーな情報の発信
交通安全教材等の短期貸出しの案内

	 ウ　フェイスブック・インスタグラム等の SNSを活用し、情
報発信を行う

２　交通安全教育事業
（１）　安全運転等講習事業
	 ア　原動機付自転車等二輪車安全運転教室の開催
	 イ　ベーシックライディングレッスンの開催
	 ウ　「ドライバーズセミナー（シニアコース）」の開催
（２）　自転車安全教室開催事業
	 ア　自転車安全教育事業
	 イ　交通安全自転車大会の開催
（３）　交通安全教室の開催
	 ア　こどもを対象とした交通安全教室
　　イ　生徒を対象とした交通安全教室
　　ウ　高齢者を対象とした交通安全教室
　　エ　企業・事業所等を対象とした交通安全教室
　　オ　交通安全体験ギャラリーを活用した交通安全教室
（４）　交通安全教育用資機材の貸出事業

　行政、民間、関係団体等が行う交通安全教育・研修等を
支援するための教育用資機材の短期貸出し

３　交通安全対策事業
（１）　交通安全施設整備管理事業
（２）　こども・高齢者安全対策事業
	 ア　こども安全対策　　イ　高齢者安全対策

（３）　関係団体への支援事業
ア　協会事業をより広域的、効果的に行っていくため、協
会事業の主旨・目的に沿った事業を展開する協力団体等
の事業推進に必要な財源の一部を補助

イ　地域における交通安全活動のリーダーとして公安委員
会から委嘱を受け活動している「地域交通安全活動推進
委員」に対して、道路交通法に基づく「交通安全活動推
進センター」の指定を受けた機関として、必要な技能と
知識の習得を図るための講習・研修、連絡・調整を行う
など、委員の任務遂行を支援

（４）　交通事故相談事業

４　受託事業
（１）　運転免許証保有者講習事業
	 ア　運転免許証更新時講習事業	 　イ　停止処分者講習事業
	 ウ　違反者講習事業
（２）　交通警察事務（免許・保管場所）事業
（３）　放置駐車確認事業
（４）　道路使用調査事業
（５）　交通公園の管理事業

　幼児・児童に対する交通安全教室や自転車教室の開催
バッテリーカー、当協会マスコット「ちゅういくん」の着ぐるみ
等を活用し、楽しく交通ルールを学べる施設として事業を推進

５　物品販売事業
（１）　県証紙販売事業
（２）　写真・物品販売事業

６　手数料収納事業
交通センター、田辺運転免許センター、新宮運転免許セン
ターへのレジスター設置による現金、クレジットカード、電
子マネー及びQRコードによる各種手数料の収納業務を行う

７　自動車学校運営事業
　　　和歌山県公安委員会の指定を受けた
	 　★ 和歌山県自動車学校	 ★ ソト浜自動車学校　
	 　★ 御坊自動車学校	 ★ 那智勝浦自動車教習所
を運営し、初心運転者等に対する教習・指導を行い、交通
安全意識の高いドライバーの育成を図る。
また、公安委員会から運転免許取得者等教育（高齢者講習
等同等課程）の認定を受け、実技講習等を行い加齢に伴う身体
機能の変化を自覚してもらうなど、安全運転に配慮した講習を
行う

８　共益事業
（１）　会費徴収・会員管理事業
（２）　会員特典事業
	 　ア　会員優待店制度　　　イ　カードケースの贈呈
	 　ウ　入院見舞金事業
（３）　安全運転管理者設置事業所対策事業
	 　ア　委員会組織の効果的運営と活動の活性化
	 　イ　正（副）安全運転管理者講習への講師派遣
	 　ウ　安全運転コンテストの開催

街頭啓発交通安全功労者・優良運転者等表彰 交通安全こども自転車和歌山県大会



（4）第 85号 わかやまけん交通安全協会だより 令和8年（2026年）夏季号

子ども安全の日　毎月1日県交通安全年間スローガン　シニアの部　佳作 思いやる　心と心で　事故はなし

第 85号（5）わかやまけん交通安全協会だより令和8年（2026年）夏季号令和8年（2026年）夏季号

近畿交通安全デー　毎月15日県交通安全年間スローガン　一般の部　佳作 おかえりを　聞くため　きょうも　安全運転

　収入の部
科　　目 令和 8年度

財 産 運 用 収 入 14,060

会 費 収 入 96,893

受 託 料 収 入 284,278

学 校 収 入 584,838

手 数 料 収 入 20,143

使 用 料 収 入 0

補 助 金 収 入 87

寄 付 金 収 入 650

繰 入 金 収 入 232,383

物 品 販 売 収 入 97

積立金取崩収入 89,371

雑 収 入 9,463

当 期 収 入 計 1,332,263

前期繰越収支差額 535,180

収 入 合 計 1,867,443

　支出の部
科　　目 令和 8年度

交通安全啓発事業 25,363

交通安全教育事業 3,941

交通安全対策事業 9,215

受 託 事 業 382,782

物 品 販 売 事 業 747

手数料収納事業 879

学 校 事 業 569,854

共 益 事 業 15,572

管 理 費 68,666

積 立 金 22,861

繰 出 金 232,383

予 備 費 0

当 期 支 出 計 1,332,263

当 期 収 支 差 額 0

次期繰越収支差額 535,180

（単位：千円）

令和８年  春の全国交通安全運動出発式 ランドセルカバー贈呈式

令和8年度  予算総括表（事業別）

４月６日から春の全国交通安全運動が始まり、15日
までの10 日間、各地で広報啓発活動を行い、交通事故
防止を呼びかけました。和歌山市では、県庁前の広場に
おいて交通安全ボランティアやこの春から小学校に入学
する新１年生の子どもたちなどが参加して行われました。

交通安全協会では、今春入学した県内の新一年生を
交通事故から守るため、こどもたちの親しめるパンダの
イラストが描かれた黄色いランドセルカバー（6,400 枚）
を和歌山県教育委員会を通じてプレゼントしました。

ドライバーの皆さん
！

この黄色い

ランドセルカバーの

１年生を見かけたら
、

より優しい運転を

お願いします。

チャイルドチャイルド
シートのシートの
貸出し貸出し

会員優待店制度や
入院見舞金制度などの特典があります。

★ 交通安全協会入会のご案内 ★

交通安全協会は、地域の交通事故を１件でも減少させ
るため、様々な交通安全活動を行っています。この活動
の支えになっているのが、会員の皆さまからの交通安全
協会費です。

新入学児童に新入学児童に
「黄色いランドセルカバー」「黄色いランドセルカバー」

の提供の提供

交通安全に関する交通安全に関する
広報啓発活動広報啓発活動

入会していただくと

安全運転安全運転
コンテストのコンテストの

開催開催



県交通安全年間スローガン　小学生以下の部　佳作 行けるかも　点めつ信号　それ危険

（6）第 85号 わかやまけん交通安全協会だより 令和8年（2026年）夏季号

交通事故ゼロの日　毎月25日

買い物客に交通安全啓発
橋本支部

買い物客に交通安全啓発
かつらぎ支部

ランドセルカバー贈呈式
岩出支部

買い物客に交通安全啓発
和歌山東支部

買い物客に交通安全啓発
和歌山西支部

広報車で交通安全啓発
和歌山北支部

海南海草地区交通安全決起大会
海南支部

春の全国交通安全運動決起集会
有田湯浅支部

日高地方交通安全大会
御坊支部

ランドセルカバー贈呈式
田辺支部

運転者に交通安全啓発
白浜支部

運転者に交通安全啓発
新宮支部

交通事故を減らすため交通安全協会は幅広い活動をしています。
～ あなたの交通安全協会会費が交通安全ボランティアの活動を支えています ～

各支部の交通安全活動だより（2026年春の全国交通安全運動などでの啓発活動等）

ホームページ
http://www.wtsa.jp/

写真は令和７年七夕まつり写真は令和７年七夕まつり

お知らせコーナー

七夕まつり七夕まつり
in 県立和歌山交通公園in 県立和歌山交通公園

6月5日 ▶ 7月7日まで6月5日 ▶ 7月7日まで


